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一
九
四

商
標
法
第
四
条
第
一
項
第
三

号
の
規
定
に
基
づ
き
、
世
界

知
的
所
有
権
機
関
の
国
際
事

務
局
か
ら
通
知
さ
れ
た
米
州

開
発
銀
行
の
標
章
を
指
定
し

た
件

一
147
四
四

一
九
五

中
小
企
業
信
用
保
険
法
第
二

条
第
五
項
第
七
号
の
規
定
に

基
づ
く
同
号
の
金
融
取
引
の

調
整
を
指
定
す
る
件

一
147
四
四

一
九
六

一
般
ガ
ス
事
業
者
が
定
め
る

託
送
供
給
約
款
で
設
定
す
る

託
送
供
給
約
款
料
金
の
算
定

に
関
す
る
省
令
別
表
第
一
及

び
別
表
第
二
の
規
定
に
基
づ

き
経
済
産
業
大
臣
が
別
に
告

示
す
る
値
を
定
め
る
件

四
148

六

一
九
七

電
気
事
業
法
の
規
定
に
基
づ

く
主
任
技
術
者
の
資
格
等
に

関
す
る
省
令
第
一
条
の
三
の

規
定
に
基
づ
き
、
学
校
の
認

定
を
取
り
消
し
た
件

八

六

一
九
八

電
気
工
事
士
法
施
行
規
則
第

三
条
の
三
第
二
項
の
規
定
に

基
づ
き
、
電
気
工
事
士
法
第

四
条
第
四
項
第
二
号
の
指
定

を
受
け
た
養
成
施
設
の
廃
止

の
届
出
が
あ
っ
た
件

八

六

一
九
九

電
気
事
業
法
の
規
定
に
基
づ

く
主
任
技
術
者
の
資
格
等
に

関
す
る
省
令
第
一
条
の
二
の

規
定
に
基
づ
き
、
学
校
の
名

称
の
変
更
届
出
が
あ
っ
た
件

八

六

二
〇
〇

平
成
二
十
七
規
制
年
度
に
お

け
る
特
定
物
質
の
生
産
量
及

び
消
費
量
並
び
に
輸
入
量
及

び
輸
出
量
の
算
定
値
の
実
績

を
告
示
す
る
件

八

七

二
〇
一

中
小
企
業
信
用
保
険
法
第
二

条
第
五
項
第
一
号
の
規
定
に

基
づ
く
同
号
の
事
業
者
を
指

定
す
る
件

一
一

八

二
〇
二

高
圧
ガ
ス
保
安
法
第
五
十
八

条
の
二
十
二
の
規
定
に
基
づ

く
指
定
完
成
検
査
機
関
の
事

業
所
の
所
在
地
の
変
更
の
届

出
が
あ
っ
た
件

一
三

八

二
〇
三

高
圧
ガ
ス
保
安
法
第
五
十
八

条
の
三
十
の
三
第
二
項
に
お

い
て
準
用
す
る
同
法
第
五
十

八
条
の
二
十
二
の
規
定
に
基

づ
く
指
定
保
安
検
査
機
関
の

事
業
所
の
所
在
地
の
変
更
の

届
出
が
あ
っ
た
件

一
三

八

二
〇
四

電
気
事
業
者
に
よ
る
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
電
気
の
調
達

に
関
す
る
特
別
措
置
法
施
行

規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省

令
附
則
第
九
条
の
規
定
に
基

づ
き
、
回
避
可
能
費
用
単
価

等
を
定
め
る
告
示
の
一
部
を

改
正
す
る
件

二
二

六

二
〇
五

中
小
企
業
信
用
保
険
法
第
二

条
第
五
項
第
四
号
の
災
害
及

び
地
域
を
指
定
す
る
件

二
五

二

二
〇
六

中
小
企
業
支
援
法
第
十
一
条

第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
中

小
企
業
診
断
士
を
登
録
し
た

件

二
六

六

二
〇
七

中
小
企
業
診
断
士
の
登
録
等

及
び
試
験
に
関
す
る
規
則
第

十
三
条
第
三
項
の
規
定
に
基

づ
き
氏
名
に
係
る
登
録
簿
の

変
更
を
し
た
件

二
六

六

二
〇
八

中
小
企
業
支
援
法
第
十
一
条

第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
中

小
企
業
診
断
士
を
再
登
録
し

た
件

二
六

六

二
〇
九

電
気
工
事
士
法
施
行
規
則
第

三
条
の
三
第
二
項
の
規
定
に

基
づ
き
、
電
気
工
事
士
法
第

四
条
第
四
項
第
二
号
の
指
定

を
受
け
た
養
成
施
設
の
廃
止

の
届
出
が
あ
っ
た
件

二
七

六

二
一
〇

電
気
事
業
法
の
規
定
に
基
づ

く
主
任
技
術
者
の
資
格
等
に

関
す
る
省
令
第
一
条
の
三
の

規
定
に
基
づ
き
、
学
校
の
認

定
を
取
り
消
し
た
件

二
七

六

二
一
一

電
気
事
業
法
第
五
十
七
条
の

二
第
一
項
の
登
録
調
査
機
関

と
し
て
登
録
の
更
新
を
し
た

件

二
八

七

二
一
二

電
気
事
業
者
に
よ
る
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
電
気
の
調
達

に
関
す
る
特
別
措
置
法
第
三

条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ

き
、
電
気
事
業
者
に
よ
る
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
電
気
の

調
達
に
関
す
る
特
別
措
置
法

第
三
条
第
一
項
及
び
同
法
附

則
第
六
条
で
読
み
替
え
て
適

用
さ
れ
る
同
法
第
四
条
第
一

項
の
規
定
に
基
づ
き
、
同
法

第
三
条
第
一
項
の
調
達
価
格

等
並
び
に
調
達
価
格
及
び
調

達
期
間
の
例
に
準
じ
て
経
済

産
業
大
臣
が
定
め
る
価
格
及

び
期
間
を
定
め
る
件
の
一
部

を
改
正
す
る
件

二
九

六

二
一
三

外
国
為
替
令
第
六
条
第
一
項

の
規
定
に
基
づ
き
、
外
国
為

替
及
び
外
国
貿
易
法
第
十
六

条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く

経
済
産
業
大
臣
の
許
可
を
受

け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
支
払

等
の
一
部
を
改
正
す
る
件

二
九

六

二
一
四

外
国
為
替
令
第
十
五
条
第
一

項
の
規
定
に
基
づ
き
、
外
国

為
替
令
第
十
五
条
第
一
項
の

規
定
に
よ
り
経
済
産
業
大
臣

が
指
定
す
る
外
国
為
替
及
び

外
国
貿
易
法
第
二
十
四
条
第

一
項
の
許
可
を
要
す
る
特
定

資
本
取
引
の
一
部
を
改
正
す

る
件

二
九

六

〇
経
済
産
業
省
、
国
土
交
通
省
、

環

境

省

九
六

一
〇
三

特
定
特
殊
自
動
車
の
型
式
の

届
出
が
あ
っ
た
件

二
五

二

一
〇
四

一
一
七

少
数
生
産
車
の
型
式
を
承
認

し
た
件

二
五

三

一
一
八

少
数
生
産
車
の
型
式
に
つ
い

て
承
認
の
失
効
の
届
出
が

あ
っ
た
件

二
五

五

一
一
九

少
数
生
産
車
の
型
式
に
つ
い

て
の
承
認
を
取
り
消
し
た
件

二
五

五

〇
経
済
産
業
省
、
環
境
省

八

地
球
温
暖
化
対
策
の
推
進
に

関
す
る
法
律
施
行
令
第
三
条

第
一
項
第
一
号
ロ
の
規
定
に

基
づ
き
、
温
室
効
果
ガ
ス
総

排
出
量
の
算
定
に
係
る
他
人

か
ら
供
給
さ
れ
た
電
気
の
使

用
に
伴
う
二
酸
化
炭
素
の
排

出
の
程
度
を
示
す
係
数
を
公

表
す
る
件
の
一
部
を
改
正
す

る
件

一
二
154

一


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